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北網圏の医療・介護連携の取り組み

2009.2.21
関 建久 道東脳神経外科病院

ソーシャルワーカー

北網地域リハビリテーション推進会議

オホーツク脳卒中研究会

医療と介護をよくするまちづくり的地域リハ活動
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北網の医療と介護をよくするまちづくり的
地域リハ活動のポイント

小さく具体的な
今現在の課題に

絞り込む
〈地域ニーズの重視〉

地域のみんなで
チームを組んで

取り組む
〈地域の共通課題・目標〉

患者と病院・事業
所の両者に利益が
もたらされる工夫
〈経済的インセンティ

ブ〉

主
体
的
に
活
動
す
る
専
門
職
・
住
民

の
組
織
化
（主
役
は
地
域
の
メ
ン
バ
ー
）

何をやるか

誰とやるか

どうやるか
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北網におけるまちづくり的地域リハ活動推進
にかかわる三つの組織

北網地域リハビリ
テーション推進会議

北網タウンミーティ
ング運営委員会

オホーツク脳卒中
研究会

私は地域リハ支援センター
事務局員ではありません

各組織の取り組みと、活動
を通じて分かったことを報
告します
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北網におけるまちづくり的地域リハ活動
推進の流れの概観図

オホーツク
脳卒中研究会

北網タウンミーティン
グ運営委員会

北網地域
リハビリテーション

推進会議

北網地域リハビリテーション推進会議と組織間連携を開始

脳卒中地
域連携パ

ス

医療と介
護の本音
ミーティン

グ

医療と介護
連携のPR

大会

脳卒中地域連携パス作成後、
維持期連携の重要性に気づ
く

急性期⇔回復期 維持期⇒
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活動の経過
時 期 活動内 容 参画団 体

2007年6月 オホーツク脳卒中研究会設立 病院

2007年12月 オホーツク脳卒中地域連携パス部会発足 病院

2008年6月 オホーツク脳卒中地域連携パス開始

北網地域リハ推進会議総会で事業承認

病院・保健所

リハ支援セン
ター

2008年10月 オホーツク脳卒中研究会と地域リハ推進会議共催研修
「医療と介護の本音ミーティング」

医療・介護・行
政・医師会など

2008年11月 北網三地域（北見・美幌・網走）のタウンミーティング開催 ケアマネ団体
等多団体参画

2008年12月 北網タウンミーティング運営委員会事務局 設立 地域全体

2009年3月 病院から在宅の流れを考えるPR大会開催(予定)
全地域
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脳卒中地域連携パスで病院間(急性期⇔回復
期)の連携を作ったオホーツク脳卒中研究会

北網地域リハビリ
テーション推進会議

北網タウンミーティ
ング運営委員会事

務局

オホーツク脳卒中
研究会
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オホーツク脳卒中研究会
• 脳卒中地域連携パスの策定と始動

• 北見市内の脳卒中を診る病院の医師やコメディカ
ルを幹事として平成19年6月に発足(会員数40名)

• 脳卒中急性期から慢性期、在宅医療にわたり横の
つながり、組織作りのネットワークを作る会

• 学術講演会、ニュース
レターの発行、脳卒中
地域連携パス合同委
員会の運営、市民公
開講座の開催を実施

脳卒中地域連携パス勉強会



8

7病院1診療所のスタッフが幹事

オホーツク脳卒中研究会 幹事(平成20年11月12日現在)

北見赤十字病院 医師 鈴木 望 小林病院 医師 桐山 健司

北見赤十字病院 MSW 林 浩幸 道東脳神経外科病院 医師 木村 輝雄

北星脳神経外科病院 医師 松岡 高博 道東脳神経外科病院 MSW 関 建久

北星脳神経外科病院 事務 本間 巧 さこうリハビリクリニック PT 芳澤 昭仁

北見中央病院 医師 森本 典雄

オホーツク海病院 医師 岡本 卓
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オホーツク脳卒中地域連携パスの概要
と特徴

1. 日常生活機能評価を中心とした紙ベースによる
大まかなオーバービュー(枠だけパス)

2. 細かな医療情報は従来の診療情報提供書を継
続(従来の情報提供は継続)

3. 脳卒中のうち、対象疾患を限定
– 手術対象を除外・ドレーンを除外など

4. 参加病院の了解やコンセンサスを重視
– 急性期恫喝型のパスではなく、パスの意義を参加病院

が共有

– 6つの参加病院（急性期2、回復期3）
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オ ホ ー ツ ク 脳 卒 中 地 域 連 携 パ ス

患者用パス

パスの目的は急性期から
維持期(在宅)のスムーズな
流れであることに気づく

2008.6より開始
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在宅・維持期のネットワークが課題
オホーツク脳卒中研究会の認識

• 地域包括ケアの要はケアマネジャーや介護保険等の事業所だ
• オホーツク脳卒中研究会は、介護ネットワークとの接点が少ない
• 介護ネットワークは恐らく病院ネットワークとの連携を希望してい

るが、糸口が見つけられないでいるに違いない
• 病院ネットワークは、介護ネットワークと協働して歩みたい、という

メッセージを積極的に介護ネットワークへ伝えるべきだ
• オホーツク脳卒中研究会だけではなく、北網地域リハビリテーショ

ン推進会議と共同で介護ネットワーク作りをすすめるべき
• 介護ネットワーク形成は、オホーツク脳卒中研究会が直接というよ

り、行政やケアマネ団体と一緒に平等な関係ですすめるべき
• 介護ネットワークが今後、地域ケア推進の要であることを病院ネッ

トワークに知らせるため、かかりつけ医師らをネットワークづくりに
参加させたい

• 介護ネットワーク作りは手間と時間が掛かることを前提に取り組む
べきだ
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病院間連携に維持期ネットワークを繰り入れ
た北網地域リハビリテーション推進会議

北網地域リハビリ
テーション推進会議

北網タウンミーティ
ング運営委員会事

務局

オホーツク脳卒中
研究会
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北網地域リハビリテーション推進会議

• 医療と介護をよくするまちづくり的活動

• 平成14年度に北海道より指定

– 現事務局：北星脳神経外科病院 (第4代目事務局)

• 平成20年度総会で維持期ネットワーク事業承認

– オホーツク医療と介護ネットワーク本音ミーティング開催
（平成20年10月18日実施）

– 補助金が無くなり、2年目の活動

• 北網のタウンミーティング運営委員会の黒子役

– 北見・網走・美幌の各活動の後方支援と全体の管理
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オホーツクの医療と介護ネットワーク
本音ミーティング

• 平成20年10月18日開催
– オホーツク脳卒中研究会・北網地域リハビリテーション推進会議共催

• 北網の医療・介護関係者110名が参加

• まちづくり的地域リハ活動を推進する逢坂悟郎
先生を招聘（西播磨リハセンター リハ科医長）

• 「自分の家族が脳卒中になったら」をテーマにグ
ループワークを実施
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• 維持期（在宅・施設）のネットワーク形成を
目的としてグループワーク形式で開催

• 医師・看護師や在宅ケアマネジャーや施
設職員ら110名が出席し地域の課題と解
決方法を探る

• 急性期、回復期など、病院に対する不満
や地域の課題が噴出

• 抽出課題の解決を時間をかけ実施予定

• 維持期ネットワークの形成が地域包括ケ
アマ推進の鍵となる

美幌医師会長
北見ケアマネ連絡会

会長

本音ミーティングの様子
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地域の問題点（在宅担当者から挙げられたこ
と）

• 急性期病院から知らないうちに患者が退院してお
り、サービス調整が間に合わない

• 医療情報が不足、病院や医師の対応が悪い

• 退院患者から病院の不満をぶつけられる

• 維持期で経管栄養などの患者が入院できない

• 夜間対応まできちんとできるヘルパーがいない

• きちんとリハできる施設がない（入院・通所）

• 急性期の肺炎患者でも超高齢だと病院で敬遠さ
れる（認知症などで手がかかる）

• サービスはあるが経済的に受けられない人もいる
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地域の問題点（医療関係者から挙げられたこ
と）

• 医師、看護師等が不足し、手が回らない

• 時間が不足し、退院調整が不十分にならざるを
得ない

• 連携パスの有効性を活かしきれていない

• 連携パスを地域で理解していない（広報不十
分）

• 在宅へ帰っても悪くなって病院へ戻ってくる

• ケアマネジャーから在宅の情報提供が無い場
合が多い（自宅での情報は家族のみ）
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本音ミーティング前が活動の肝

• 企画書を作成(案内文ではありません)
• ミーティングの趣旨を地元団体の要職へ個別に説明

• グループワーク担当者へ説明会実施(その後懇親会)
• 参加の影響力の大きい地元の方(医師)へ個別に参加要請、も

ちろん医師会長へのあいさつ依頼も

• 各地のキーマンとなる方へ、ミーティング後のタウンミーティン
グの仕込みを事前に依頼、経過を逐次チェック

• 各地のキーマンを通じ、地元有力者参加の個別要請

• 研修会当日に、各地のキーマンからタウンミーティング開催の
あいさつを依頼、名実ともに地域のリーダーとして認知させる

• 活動趣旨を理解(感染)させる活動が研修会開催前にどれだけ
できるかが肝
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暮らしやすいまちづくりを目指した有志のネットワーク
タウンミーティング運営委員会

北網地域リハビリ
テーション推進会議

タウンミーティング
運営委員会

北見・美幌・網走

オホーツク脳卒中
研究会
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タウンミーティング委員会の自主的な組織化

各地域のタウンミーティング
地域合同のタウンミーティング
市民参加のシンポジウム等

北網地域リハビリテーション
推進会議

網走タウン
ミーティング
運営委員会

美幌地域
ケアカンファランス
（タウンミーティング運営委員会）

北見タウン
ミーティング
運営委員会

主役は
市民・専門職

主役は
市民・専門職

後方支援

活動の主体
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タウンミーティング運営委員会

• 医療と介護の現場メンバー及び市民参画による地域の課題解
決の会議

• 各地で発生している「目に見える課題」を解決する各地の会議
の支援
– 愚痴のこぼし合いだけで終わらせない

• 問題解決、目標達成を活動の第一義とし、ネットワークは問題
解決の過程で副産物としてつくられる
– 連携の目的化を否定 （連携は目標達成の手段）

• 北見、美幌、網走の各地域に独立した組織体を設置して活動
（各地のことは各地で実施）

• リハ支援センターは各地域の調整、北網全体の取り組みを支援

• 平成20年11月に網走・美幌・北見の3箇所で開催された。
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３地域でタウンミーティング実施

11/5
網走地区

62名参加

11/18
美幌地区

32名参加

11/29
北見地区

69名参加

北
見
医
師
会

介
護
保
険
担
当
理
事

在
宅
支
援
診
療
所
院
長

活
動
趣
旨
説
明
、
リ
ハ
支

援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
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タウンミーティングでの課題総括
北網地域リハビリテーション推進会議による整理

1. 相談窓口の明確化

2. 連携推進のための情報公開

3. 医療依存度の高い患者の在宅サービス受け入れ

課題の1,2を活性化させることによって、3の課題
を解決する戦略を委員会で選択

病院から在宅の流れを考えるリレー式PR大会の

開催を決定(資料あり)
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活動のまとめ

何をやるか
課題抽出

⇒
互いの情報を本音で公開

上手くできてること・困っていること

誰とやるか
仲間選定

⇒
在宅などの維持期メンバーとスクラム

機会を見て病院・開業医へアプローチ

どうやるか
頑張ると儲かる

⇒
よい取り組みは事業所の良い評判とな
り、真似をする事業所の増加で地域の
連携強化、住み易い「まち」へ発展
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活動の本音
やってみてきて言えること

• 「地域リハ」なんて言葉は地域のみんなは知らない

• 「何をするのか」がはっきり分らないと協力してもら
えない

• 公益と「私益」の両方を見出す方法が必須

• 「目の前の課題」と「まちづくり」を結びつける説明
(プレゼン)が取り組みの肝⇒「感染させる」

• 地元の有力者との協働開始が第一歩(医師集団)
• 全体計画は描けない、出たとこ勝負、前へ進みな
がらしか戦略は立てられない(plan doからdo plan)
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これからも頑張ります

北網地域リハビリテーション推進会議 事務局メンバー

北星脳神経
外科病院
西村OT 北星脳神経

外科病院
山崎ST

北星脳神経
外科病院
立花PT

北見保健所
荻野OT



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


